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自然農法（害虫の予防と対策等）

来訪者の皆様へ

東久留米市内で自然農法を始めて約11

年経過致しました。最初は、知識がな

かったので、悪戦苦闘の連続でした。

しかし、数年前より、門前自治会で、

地域の子供達に好き嫌いない健康で丈

夫な子供に育ってもらうために、農業

体験行事を開催することになりまし

た。

この事業を為し遂げるために、自然農

法大学校（一般社団法人MOA自然農法

文化事業団）にて開催される、自然農

法家庭菜園セミナーへ参加致しまし

た。

本セミナーは、月1回4月〜9月迄6回開

催されます。

会場は大仁農場にて、講義と実習を行

います。

これを体験した感想は、大変勉強にな

りました。この体験した知識を多くの

方へ公開することで、自然農法に取り

組む生産者の仲間が増えることを念願

し、情報発信しています。

また、家庭菜園に興味がある方で、無

農薬で害虫駆除等の処方箋の一つにな

れば良いと思います。

左上写真：

平成24年5月26日(土) PM2:00〜4:00

野島農園にて、自然農法家庭菜園セミ

ナーと実習を開催致しました。その時

に植えたトウモロコシ実りました。

地域の親子が参加し、猛暑の中、体全

体で自然の恵みを受け止め、元気に明

るく、畑の除草及び収穫している農業

体験の様子です。

害虫の予防と対策

自然農法における病害虫対応

の基本は作物を健康に育てる

ことである。その基は土を健

全にすることで、病害虫の発

生の原因は、土に由来してい

るといっても過言でなく、逆

に病害虫の発生によって、そ

のときの土の状態を知ること

もできる。

しかし、病害虫が発生した場

合、何らかの対応をしなけれ

ば作物は弱り、最後には収穫

不可能になる可能性もある。

しかし自然農法では病害虫を

直接殺す方法はなく、ここで

は作物を養成する。また害虫

を近寄せないなどの方法を紹

介する。

各処理におけるハスモンヨト

ウ幼虫の密度比較

大仁農場の病害の特徴

特徴：病名

発生が見られない病害：

トマトかいよう病・青枯病・根こぶ

病・白絹病

被害が大きくならない病害：

フザリウム萎凋病・菌核病

発生、被害共に大きい病害：

うどんこ病・べと病・疫病・フザリ

ウム腐敗病

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

◇虫と植物

モンシロチョウは色を識別で

きないため、自分の好きな作

物を選ぶため、匂いと土の色

と緑の植物の重なり合う波長

によって見分ける。またモン

シロチョウ同士は白でなく、

黒く見えている。

キャベツ、菜の花、ブロッコ

リー、ハクサイなどのアブラ

ナ科の植物に集まる虫の多く

は、植物に含まれるカラシの

成分（ｱﾘﾙｲｿｼｱﾈｰﾄ）に寄って

くる。この成分は虫を餌とす

る鳥たちにとっては毒であ

り、虫は自分の身を守ること

になる。つまりアブラナ科に

集まる虫はその毒を解毒する

機能をもっている。アブラナ

科以外にも作物の匂い成分に

よってくる虫は多い。このよ

うな虫は食べ物に好き嫌いが

大きく、嫌いな植物を側に植

えることで被害が防げる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

ヨトウムシは雑食性と言わ

れ、匂いには誘引されないと

言われているが、アブラナ科

植物の中でもカリフラワーが1

番好きで、次にブロッコ

リー、ハクサイ、キャベツの

順になる。そのためキャベツ

やハクサイ100株におとり作物

で１〜２株のカリフラワーを

植えるとキャベツやハクサイ

の食害を減らすことができ

る。

キュウリやメロンなどのウリ

科作物にもククルビタシンと

いう苦味成分が多く含まれ多

くの虫が嫌うがウリハムシは

その成分に寄ってくる。オオ

ニジュウヤホシテントウムシ

は葉の表面にまず丸く溝を掘

り、ククルビタシンが周囲か

ら流れこみ濃度が高まらない

ようにしてから葉を食べる。

また、アブラムシの大きな特

徴は、作物によって寄生する

アブラムシの種類が違うこと

である。またアブラムシが何

を目標にして、作物に寄生す

るかに特徴があり、蛍光を思

わせるレモン色のような鮮や

かな濃黄色を最も好む。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

アブラムシはレモン色を目掛け飛来

し、とりあえず自分好みに合うかど

うか口針で探り、好みに合わないと

きは再び立ち飛び、好みの植物を探

している。

さらにアブラムシはショ糖やアミノ

酸を好み、作物に窒素含有量が増殖

に大きく影響する。つまり、堆肥や

ボカシ肥を多く畑に入れると多く発

生する。特にボカシ肥は作物に吸収

されやすいので、入れる時期、場所

を注意することは大切である。

また、排水の悪いところはアブラム

シの発生が多く、これも水分が多い

ため、有機物の分解が早く、作物の

窒素含有量を高めることが原因で、

アブラムシの一番の対策は土づくり

である。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

◇虫の生き残り戦略

温帯から寒帯にかけての虫た

ちは寒い冬を過ごすため、秋

の終わりから冬のはじめに

色々な草陰、土の中、落ち葉

の下などで翌年の春まで越冬

する。虫は越冬するとき、冬

の厳しい条件を耐え忍ぶため

自立的な発育を止める休眠と

いう形をとり、春まで待つ。

また、カメムシやテントウム

シなど成虫で越冬する虫の様

子を見ると、集団で身を寄せ

合いながら冬の寒さを耐え忍

んでいる姿を見ることができ

る。集団で越冬する理由はま

だ解明されていないが、越冬

時お互いに暖め合うのではな

く、越冬終了時にすぐ交尾

し、子孫を残すために行なっ

ているという説もある。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

越冬の時の姿は、色々な虫に

よって違い。卵、さなぎ、成

虫で越冬する種類が多く、幼

虫で越冬する種類は少ない。

ネキリムシは、越冬の際にほ

とんどが畑からいなくなり、

畦や畑周辺に移動し越冬す

る。ハスモンヨトウなどのヨ

トウムシ類も畑では越冬があ

まり見られず、雑草の下で冬

を越している。そのため、ネ

キリムシは春作物を植える前

に畑を波トタンなど（高さ

30cm程度）で仕切ることで畑

には侵入できない。

虫の密度を減らすには秋から

冬にかけ残っている雑草に集

まることが多いため、草刈り

を冬前にきちんとすることも

越冬する虫の密度を減らすこ

とができる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◇病害虫が出たときの対応の基本は

食べているもの

除虫菊など食物のもつ抗菌・殺虫力

を利用するときに気をつけなければ

いけないことは、「食物だらか安

全」とはいえない。例えば、タバコ

に含まれているニコチンは殺虫力が

あるが、人間にとっても危険であ

る。

そのため、自然農法では私たちが食

べているもの、食べることが出来る

ものを利用することが基本となる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

◇利用例

1.植物を利用する

(1)すき込み

�ミカンの皮

ネギに赤い斑点（サビ病）が

出る場合があるが、ネギを植

える前に、その溝穴に乾燥し

たミカンの皮をパラパラま

き、その上に土を戻し（約

5cm）、ネギを植えるとサビ

病が発生を抑制する。

�自然堆肥

ジャガイモやナスに付くオオ

ニジュウヤホシテントウの対

応は、植える下に自然堆肥を

溝施肥する

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(2)野菜でトラップ

ハリガネムシ（コメツキムシ

幼虫）がいる畑では、サツマ

イモ、ジャガイモの栽培前に

くずのジャガイモを畑に置く

とハリガネムシをトラップで

きる。

同様にダンゴムシはカボチャ

を発生箇所に置くとトラップ

でき、ウスカワマイマイは

菜っ葉でトラップできる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

(3)忌避植物

モグラやネズミ対策は、畑の回りに

スイセンを植えるとスイセンの根に

毒があるため、畑に侵入を抑制す

る。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

２．植物のエキスを利用する

(1)VA菌根菌を誘導

ヨモギを10cm程度に切り、黒

砂糖（ヨモギの量の1/3）と混

ぜ、容器に入れ、空気を抜く

ため漬物石を一日のせて置き

ます。材料が沈んだらおもし

を取り除き、表面に黒砂糖を

降り、ふたをし、5〜7日で出

来上がります。抽出された液

を400倍〜1000倍で葉面に散

布する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(2)害虫の嫌いな匂いを利用す

る

ハムシは好きなものと嫌いな

ものがはっきりしているもの

が多く、好きなものの匂いに

誘われる傾向にある。そのた

め、トマトの葉や茎（できる

だけ新しいもの）を200gと

り、すりつぶし、水２リット

ルにいれ良く攪拌して数時間

置き、野菜の回りに散布す

る。

トウガラシは害虫全般忌避す

る。その方法は泡盛一升に半

分量のトウガラシを入れ、14

日間付け込みます。透明な泡

盛がオレンジ色になったら出

来上がりで、散布は500倍で散

布する。キャベツは植え付け

後10日おきに3回散布すると結

球が始まり、虫の害があまり

なく栽培できる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

３．食品の利用

(1)豆乳

豆乳に含まれる大豆レシチン

は、作物の病気に対する抵抗

性を誘導する。市販で売られ

ている豆乳（有機JAS豆乳）を

2000〜5000倍で散布する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(2)ストチュウ（酢と焼酎）

酢は作物のだぶついた栄養の

代謝を進め、また葉面のｐHを

下げるなど病気の出にくい環

境をつくる。ただし、酢は作

物の生育を抑制するので散布

の時は焼酎を混ぜて使う。ス

トチュウは酢と焼酎を同量混

ぜる倍率は300〜500倍で散布

する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

(3)香酢

中国などで作られる酢にはグルタミ

ン酸が多く含まれているため、ダニ

の抑制に効果がある。ただし、グル

タミン酸が多くあるため、大量散布

は作物を徒長するので注意する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(4)天然塩

天然塩36グラムを1リットルの

水に混ぜる（ほぼ海水の濃

度）。それを2000〜3000倍で

散布するとうどんこ病を抑制

できる。ただし、倍率を間違

えると作物を枯らしてしまう

ので注意する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(5)イースト菌

イーストとハチミツとぬるま

湯を1：1：20で混合した液

を、500mlのペットボトルに入

れ、出穂時期にトウモロコシ

畑に置く（4.8�に一本）こと

で被害を抑制する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

(6)ビール

ビールを皿に入れ、畑に置くとナメ

クジがトラップでき捕殺する。ヤサ

イゾウムシの場合は、ビールを入れ

た広口ビンを土中に埋め、落とし穴

トラップを作り捕殺する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(7)米ぬか

米ぬかを9リットルのふたつき

の ポリバケツに満タンに入

れ、そこに納豆（1/4パック）

を入れる。バケツを日陰の暖

かいところに置いておくとバ

ケツに汗をかき、3〜4日で表

面の中心が沈み、その時点で

使用出来る。それを軽く、通

路（土の上）に散布すること

で、うどんこ病や、害虫に寄

生する菌も増え害虫を抑制で

きる。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

４．その他

(1)紙

ヨトウムシが発生した場合、

紙を畑の通路に置くとヨトウ

ムシが紙の下に集まる習性が

あるので、次の日の紙の下に

入るヨトウムシを捕殺する。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(2)アルミシート

小松菜などに付く絵描き虫

（ナモグリバエなど）は光に

弱く、アルミシートを利用す

ると効果的である。同様にア

ブラムシ、ウリハムシにも有

効である。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

(3)粘着テープ

サランラップなどの芯に粘着テープ

をらせん状に巻きつけ、小松菜、レ

タスなどの畦の際に設置し、絵描き

虫（ナモグリバエ）トラップする。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

(4)空き缶

空き缶をでこぼこに畑に埋め

るだけで、タヌキの食害を抑

制できる

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＜当日のスライド＞

なぜりんごに害虫が多いのか

→天敵が伴わないから

例１：ニンニクの害虫
誘われる原因で害虫を区分

・葉内の栄養過多

・野菜の匂い

・土壌の有機物の分解

・有機質資材の分解

・乾燥

葉内の栄養に寄ってくる虫

アブラムシとはどんな虫

・半翅目

・3000種以上

（日本で700種以上が確認）

・増加率が高い

（指定：10日間で55倍）

・集団を形成（コロニー形

成）

・移動能力に乏しい

・春から秋口まで単為生殖

・越冬（11月上旬の平均気

温）

卵（7℃以下）…完全生活環

雌成虫（14℃以上）…不完全

生活環

・有翅と無翅

・植物体の汁液を吸汁

ウイルス病の媒介

植物体の病害虫抵抗力を下げ

る

・甘露 → スス病

・アリとの共生

障壁作物と畦畔利用

アブラムシの天敵 アブラムシの天敵

・好み：レモン色

→コンテナは青色にする

→作業着も気をつける

・苦手：銀色、光り物 ｼﾙﾊﾞｰﾃｰﾌﾟの使用法におけるダイコンアブラ

ムシの発生推移

草木灰
作物の匂いに寄ってくる虫

徘徊性の天敵

モンシロチョウ

・成虫の飛翔活動は正午前が

ピーク

・ブドウ糖と果糖が多く含ま

れる植物に多く集まる

・好みの色は黄、白、緑、

赤、黒

・カラシ油配糖体が産卵刺激

物質

・産卵する株を選択

・産卵する位置は季節によっ

て違う

→春は南西部に集中

・キャベツで育ったチョウは

キャベツが好き

過剰施肥による害虫誘引

点在に混植

害虫の好きな作物

カリフラワー＞ブロッコリー＞ハク

サイ＞キャベツ

キャベツやハクサイ100株に、1〜2

株カリフラワーを入れることで、カ

リフラワーがおとり作物になる。特

にヨトウムシに効果がある。

サルビアも100株に1株入れること

で害虫の飛来を減少する。

寄生性天敵の種類と寄生率 有機質資材の分解に寄ってくる虫

チャコウラナメクジ

・夜行性

・5〜7月に多く発生

・腐敗した植物の日覆が好き（アル

コール臭）

・ナス科、シソ科、セリ科、アブラ

ナ科、キク科を食害

・ビールがトラップ

・銅イオンが嫌い

・乾燥トウガラシ（粉末）の株元散

布

ナメクジとカタツムリ

・同じ仲間ではない

・ウスカワマイマイ（カタツ

ムリ）の発生は土壌ｐHが影

響

→酸性土壌に発生しやすい

乾燥が好きな虫

カメムシ類

・もともと熱帯、亜熱帯の虫

・旬な餌を求め、飛び回る

・一番の好物はスギ、ヒノキの球果

（7月）

・住処は山林、餌不足で畑に

・風によって集まる

・夜行性

・種子を吸汁

・乾燥で多発生

敷き草の活用

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

天敵を誘引する

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

アワノメイガにおける誘引効果

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

最後に今回主催したMOA自然

農法文化事業団は、だれもが

明るく健康に暮らせる社会を

実現するために、自然農法の

普及を中心に様々な文化活動

を行う団体です。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

特に、最近の重点項目は以下

のとおりです。

1.魅力ある農業、自然農法・

有機農業の普及サポート

2.環境に負荷をかけない自然

栽培の研究

3.自然農法を目指す人材の発

掘と育成

4.地産地消・食育活動のサ

ポート

5.家庭菜園セミナー・農業体

験教室の開催

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

以上、主催者の自然農法に取り組

む、理念を聞いて感動致しました。

門前自治会も、地域の特徴を生か

し、自然体で前向きにできることを

推進して行きたいと思います。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

本掲載内容は、概要のみを記載して

います。ご興味がある方は、直接研

修会にご参加下さい。詳細は、

「MOA自然農法文化事業団」を検

索して下さい。

文責：

門前自治会会長 野島貞夫

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

※本掲載資料は、東久留米MOA健

康生活（自然農法）ネットワーク監

修

前のページへ戻る
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